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◀iCONMの有機合成実験室

締結式の様子

この部屋で
ナノマシンを
作っています

左：川崎市産業振興財団
　　理事長 三浦 淳

右：きらぼしグループ
　　社長 渡邊 壽信

iCONMコラム●2
ア　 イ　 コ　 ン

NEWS
産業振興に関する協定を
締結しました

　ナノ医療イノベーションセンター（ 
 ア  イ  コ  ン  

iCONM）で開
発している「スマートナノマシン®」。ナノ “マシン”
といいますが、ロボットのようなものではなく、たく
さんのひも状の化合物が集まって塊となった「高分子
ミセル」という極小粒子です。今号では皆さんにナノ
マシンの作り方をご紹介します。
　まず、水になじむ（親水性）分子と、水になじまな
い（疎水性）分子を繋げたひも状の化合物を作ります。
これらの分子は医薬品や健康食品等に広く使用されて
いる、体に無害なものです。この疎水性分子にお薬を
つけて、水中でかき混ぜると、疎水性の部分は水を避
けるように内側に集まり、親水性の部分は水と仲よく
しようと外側を向きます。すると、なんということで
しょう！お薬を閉じ込めた「機能性高分子ミセル」、
すなわちナノマシンとなるのです。
　iCONMで研究しているナノマシンは、普通のお薬
とは違い、例えばがんや脳といった体内の必要な場所
だけに届くよう工夫がされています。つまりナノマシ
ンにすることで、副作用が抑えられたり、よりお薬の
効果を発揮できたりするのです。体の中で、まるでマ
シンのように働くことから、私たちは「スマートナノ
マシン®」と呼んでいます。（⇒次回へ続く）

　川崎市産業振興財団は、去る7月30日に（株）東京きらぼしファイナンシ
ャルグループ及び（株）きらぼし銀行（以下「きらぼしグループ」と言う。）と、
地域経済の活性化を図ることを目的として「川崎市における産業振興に関
する協定」を締結しました。
　当財団ときらぼしグループが積み重ねてきた協力関係をより強化・深化
させ、また、それぞれが有する機能やノウハウを活用して市内の中小企業
やベンチャー企業等の持続的な発展のため連携して取り組みます。
今後、取り組む具体的な連携事業は以下を予定しています。

■新産業創出支援
　市内中小企業・ベンチャー企業等の新産業創出に関わる課題解決を支援
します。また、ライフサイエンス関連などの技術マッチングを通して、異
業種交流による新製品や新サービスの創出を目指します。

■オープンイノベーション創出の場の提供
　ライフサイエンス関連企業とものづくり企業、IT企業等とのオープンイノ
ベーションを促進するイベントを共催し、異業種交流の活性化を図ります。

　当財団が金融機関とこうした協定を締結した
のは、横浜銀行・川崎信用金庫に続き３行目と
なります。

【本件に関する問い合わせ先】
　川崎市産業振興財団 新産業振興課
　☎044-548-4139

日　　時／10月14日(木)・15日(金) 2日間 
　　　　　9:00~17:00
会　　場／川崎市産業振興会館
定　　員／24名
受 講 料／25,000円（テキスト代・税込）
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【申し込み・問い合わせ先】
　川崎市産業振興財団 
　事業推進課 ISO研修担当   
　☎044-548-4114　
　E-mail iso@kawasaki-net.ne.jp




